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　C 皿ttings　from　one −year−o 且d　wood 　of　fig　cv．　Masui−Dauphine 　were 　made 　on 　Dec ．1，　and 　raised

for　45　days　in　a　g且ass　house　or 　phytotron　under 　different　light　intensities・The　rooted 　cuttings

w ・・ep1 ・・t・d ・ n 　J・n ．15，　i・ ・ n ・ n −・i齟 ・ti・g　d ・・ed ・・1・ti・n・ cult ・・・… 血9 ・ capiU ・・y ・b… pti° n

system 　together 　with 　a　irrigation　tube ．The　effects 　of　nursery 　treatments 　on　subsequent 　
fruiting

，

plant　growth ，
　and 　fruit　quality　were 　investigated　in　the　current 　yeaL

Light・treatment ・ f・8．5・kl・・und ・・ a14 −h・ ph・1・1珈 d　in　a　phyt・t・・ n 　inc・ea・ed　t・t・且・h且… phyU

oontent 　and 　oolor 　value 　of 　the　leaf　at　plantiIlg　time ．　The　numbor 　of　fruits　below　the　5th　node 　in−

creased 血 trees　when 　the　color 　va蓋ue 　 of　3rd　leaf　from　thc　base　was 　above 　25　at　planting　time ．

B ・t，止・・ew ・・ n ・ ・nV ・・en 。・ i・ 1・・f ・・1・・ 舳 ・ ・nd 　f皿 iti・g　betw・・n 　th・ Hght廿・at
甼

ent °f　17

and 　85　klx，　The　supplementary 　lighting　of 　O．2　klx　after　sunset　to　keep　14hr 　of　s皿 1lght　in　tbe

glass　house　had　no 　effect　on 　leaf　color 　value ；it　approximated 　that　of　the　controL

　Harvest　started 　on 　May 　27 ；by　July　10，85％ of 　the　fruit　was 　harvested．　In　trees　raised 　in　the

phytotron，　vegetative 　and 　fruit　growth　was 　promoted，　contrary 　to　those　raised　in　the　glass　hQuse．

Tbe　Brix　value 　was 　slightly 　lower 重n　fruits　from　the　phytotron・grown　trees　in　early 　June，　During

the　rainy 　season 　from　the　middie 　to　the　end 　of　June，丘uit　growth　did　not 　de〔rrease 　and 　the 　Brb 【

decreased　significantly 　because　of 　the　redused 　photosynthetic　rate ・ahigh 　transpiration　rate ・
and

the　large　uptake 　of 　nutrient 　soludon ，　irrespective　of　thc　treatmenし

　Trees　raised 　in　the　phytotron　had　higher　photosynthetic　rates　dlan　did　trees　raised 　in　the　glass
house　ill　July，　but　the　fruits　from　the　former　had　lower　Brix　values 　than 　had　fruits　from　the　lat−

ter，
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緒　　言

　近年 ， イチ ジ ク は水田転作 に よ り栽培面積が 増加して

き た が，株 枯 病 菌 （Ceratocystis　fimbriata　Ellis　et

Halsted），ネ コ ブセ ン チ ュ ウ等の 被害が多発 し，有効な

薬剤防除方法もなく被害が拡大し て い る．著者 ら は，休

眠枝 をロ ッ ク ウ ール キ ュ
ーブ を用 い て 挿し木育苗 し， 底

面吸液 とチ ュ
ーブ潅水を併用 し た 非循環閉鎖型葵液栽培

シ ス テ ム （寺岸 ら，1998a＞に 10a当 た り2400株定植す

る こ と に よ り ， 土壌伝染性病害虫 に よる被害を回避する

ととも に，1年目か ら成園化する こ と を検討 し て き た ．

さ ら に ，
こ の シ ス テ ム の 年間稼働率を高め収益性を向上

1997年 4 月 2日　受付．1997年 9月 29日　受理．

さ せ る た め に
，
5 − 7 月 に 第 1作 の 収穫を行っ た後 に 11

〜12月に第 2 作の 収穫 を行う作型 を検 討 して き た．

　し か し， 寺岸 ら （1998b）は，落葉後 に 採取 し た穂木

を 1 月 に挿し木育苗 し て も目標 と す る時期 に収穫 で きな

い こ とや，新梢の 5 節目まで に おけ る着果 が不安定 で あ

る た め ，
7 月下旬まで に 収穫で きる果実数が株当た り 10

個程度となる こ とな ど の 問題を認め て お り， 育苗 の 早期

化が求め られ て い る．また ，挿し木に 用 い る穂木の 直径

が 17　rnm ， 育苗 に 施用する培養液は EC 　2．　4dS！m と し
，

フ ァ イ ト トロ ン内 （気温 23℃ ） に お い て 17klx， 14時間

日 長 と し て 育苗する こ とに より， 株 当 た り着果数が 13

〜14 個程度 に 増加する こ と を認 め て い る．そ こ で ，本

実験で は落葉前の 11月 に穂 木を採取 し て 12 月に挿し木

する こ と に よ り，収穫期 の 早期化 を検討 し た．さらに ，
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育苗中に お ける 照明方法が着果 ， 株 の 生長，果実品質な

どに 及ぼ す影響 を調査す る こ と に よ り，どの よ うな 外観

的苗質 の 挿 し 木苗を生産する べ きか を検討 した．

材 料 お よ び 方 法

　 1995年 11月 25 日に 露地栽培 の イチ ジク
’

桝井 ドー
フ

ィ ン
’
の
一

文字仕立 て 樹 よ り 1年生枝 の 基部 か ら 5 〜10

節 （直径 約 17mm ） を採取 し
， 葉 をす べ て 除去 し て

0．5
°
C で 6 日間貯蔵 した ．

　 12 月 1 日 に 穂 木 を 3 節 （長 さ約 22cm ） に 調整 し て

7．5cm 角 の ロ ッ ク ウール キ ュ
ーブ に 挿 し木 し

， 最低 温

度 23℃ に加温 し た ガ ラ ス 室内 に お い て EC 　2．4dS！m の

Hoagland　II液 を施用 し て 45 日間育苗し た．光条件 と し

て は 自然光 の 無処理区に加え，3波長蛍光 ラ ン プ （松下電

器製 ，
EFG −60EN ） を用 い て 日没後 か ら 20 時 30 分 ま

で 0．2klx の 低光強度 に よる補光 を行 ない 14時間 日長

とする区を設 けた ．な お
， 育苗中 に おける晴天 日の 日中

最高照度 は 約 10klx
， 日最高気温 の 平均 は 25°C で あ っ た．

　 また ， 同様 に挿 し木 して 気温 23℃ と し た フ ァ イ ト ト

ロ ン 内 で 育 苗 し， 3 波 長 蛍 光 灯 （松 下 電 器 製，

FLR40S ・EX −NIM −X）を用 い て照度を 8，5klx と 17klx

と して 14時間 日長 の高光強度照射区を 2 区設 け ， 合計

4 区 と した．

　1株 1新梢に なるように 芽 か き して，1 月 15 日 に 最低

温度 17℃ に 加温 した ビ ニ ル ハ ウ ス 内の 非循環閉鎖型養

液栽培 シ ス テ ム に株間 20cm と し て 定植 し ， 同時 に 新稍

長，葉数，第 3葉の 葉色値 を測定 し た．4．8m の 栽培ベ

ッ トに ガ ラ ス 室 内で 育苗 し た 無処理区と 14時間 日長処

理区 の 苗を 12個体ずつ 定植 し た．同様に フ ァ イ ト ト ロ

ン 内で 育苗 し た 8．5klx照射区と 17klx照射区 の 苗 を 12

個体ずつ 1 ベ ッ トに 定植 し た．それぞれを 2反復と し て

合計 4 ベ ッ トを実験 に 用 い た．

　な お
， 栽培 に 用 い た 幅 20cm，厚 さ 7．5cm の ロ ッ ク ウ

ール マ ッ トは 1995年 2 月か ら 12 月まで の 期間，挿 し木

苗 を用 い た イ チ ジ ク 栽培 を 2 作行 っ た もの で あ り，前作

の 株 を 1996年 1 月 4 日に 廃棄 し た の ち ロ ッ ク ウ
ー

ル マ

ッ トを軽 く水洗 して 今回の実験に用 い た．シ ス テ ム の 構

造 は 前報 （寺岸 ら，1998a） と 同 じ で あ る が
， 給液 タ ン

ク か らの 潅 水 は マ イ ク ロ チ ュ
ー

ブに より株元に施用 した ，

　 3 月 25 日 に 17葉 を残し て摘心 し着果数を調査し た．

また
，

ク ロ ロ フ ィル 含量 の 算出 に は ， 葉緑素計 （ミ ノ ル

タ製 ， SPAD −501）の 測定値 を ， あ らか じめ作 成 し た ク

ロ ロ フ ィ ル 含量と の 回帰式 （葉色値 ×O．05256十 〇．　05066，
r ＝ O、99）に よ り換算 し た．

　栽培 中の 培養液濃度 は収穫直前の 5 月 25 日まで EC

2．4dS！m と し た．前報 （寺岸 ら，
1998b）に お い て，収

穫開始か ら 25 日間 にお け る 貯溜 水槽の EC が 10　dS！m

よりも高 くな る と果実 肥 大 が劣る こ と を報告 し た．今回

の 実験で は 5月に貯溜水槽 の EC が急激に 上昇 し ， 収穫

開始時点に は 10dS！m よりも高 くな る と予想 され た た め，

収 穫直前 と な っ た 5 月 26 日 か ら は給液 タ ン ク 内 の 培養

液濃度 を EC 　1．OdS！m に 調整 し た．定植 135日後 の 6 月

1 日 に 新梢長お よ び第 17葉 の 面積 ， 葉色値を測定 し た．

葉面積 は 鎌田 （1991）の 換算式 ， （葉身長＞
2’223

× 0，441
に より算出し た．収穫 し た果実 はすべ て 果実重 と屈折糖

度計 に よ っ て 糖度 を測定 した．ま た
， 収穫期間 を気象変

化 か ら梅雨時と そ の 前後 に 3区分 し，それぞれ の代表的

な天候日で あ る 5 月 30 日 ， 6 月 20 日，7 月 6 日 に 第 17

葉 の 光合成速度 ， 蒸散速度お よび気孔伝導度 を携帯用光

合成蒸散速度測定装置 （島津製作所製 ， SPB −2）を用 い

て測定 した ．

　定植後 の 吸液量および貯溜水槽の EC の 変化 を約 2週

間間隔 で 測定 し た．なお，2 〜 3 日ごとの 給液 タ ン ク 内

の培養液の減少量を測 定 し1株当たりに換算 した．

結　　果

1，育 苗 中 の 照 明 方 法 が 苗 質 と 着 果 に 及 ぼ す

　　影 響

　4 区と も に挿 し木 13 日後 の 12月 14 日に 萌芽 し た が
，

第 3葉 が 展葉 し た 12 月 26 日頃か ら ガ ラ ス 室内育苗区 に

お い て 生長 が促進 され た．

　定植時に お ける苗質 は
， ガ ラ ス 室 内 に お い て 0，2klx

の 補光に よ っ て 14時間 日長 と し た区で は，無処理 区 に

比較 し て 新梢長 および葉数が わずか に 減少 し たが ， 第 3

葉 の 葉色値お よ び ク ロ ロ フ ィ ル 含 量 に は差 は なか っ た

〔第 1表）．一方，フ ァ イ ト ト ロ ン 内 で育苗し た もの は
，

ガ ラ ス 室内育苗区よ りも新稍長お よび葉数 は さらに 減少

し， 葉色値 および ク ロ ロ フ ィ ル 含量 は 高 くな っ た ，ま た，

T ・bl・ 1・Eff  ヒs ・flight　t・eatm ・nt … h・・t　l・ng 血，・umb … f且eav ・・，　a・d　l・・f ・・1・・45吻 ・ aft・・ cutti・g．

Propagation　condition

Room Light　treatnentShooI

　tength

　 （cm ）

Number 　ofleavesper

　plant

Leaf　color 　　　Total　ch 塵orophylI

valuey 　　　　　　　　 contentY

（spad ）　　　　　　〔mg
・FWg

−1
〕

Glass　house

Phytotron

ControlO
．2k 】x8

．5klxl7
．Oklx

21．2 ± 5、5i
且7．9 ：匚 4．812
，1 ± 5、38
．9 ± 24

8．0 ± 1．47
，1± L46

、0 ± 1．75
．0± 1．O

18．o ± 8．919
．0 ± 8．029
．9 ± 7，1

27．t ± 2．8

1．0 土 O．5L1
± 0．41

．6 ± 0．4L5
± 0．2

z

　 values　are　mean ± SD ，
y
　　3rd ］eaf 　fr〔》m 　the　base　of 　plant　was 　measured ．
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17k 且x 照射区で は 8．5klx照射区 よりも新梢 長お よび葉

数は減少 したが ， 葉色値およびク ロ ロ フ ィル 含量に差は

なか っ た．

　最下段着果節 は ， ガ ラ ス 室 内育苗 区 で は 14時間 B 長

処理 に より無処理区に比べ て 1節低下 したが ， 株 当 た り

の 5 節 目まで の 着果数に は ほ と ん ど差は な く，6 節 目か

ら 17節 目まで の 着果数 も同程度 で あ っ た （第 2表）．一

方，フ ァ イ ト トロ ン内育苗区で は，ガ ラ ス 室内育苗区よ

りも最下段着果節 が 低下 した こ と か ら 5 節目 ま で に 1 〜

2個着果し たが ， 光強度 の 違 い で は株当 た りの 5節 目ま

で の 着果数も 6 節目か ら 17節 目まで の 着果数 に も差 は

な か っ た．

　新梢長 を葉数で除 して 算出し た 平均節問長と 5 節目ま

で の着果数 と の 分布関係 を第 1図 に示 し た が ，両者の間

に は 明確な 関係は認め られなか っ た．

　第 3葉の 葉色値と 5節 目まで の着果数との 分布関係 を

第 2 図に 示 し た が
， 葉色値 25以 上 の 苗で は 5 節 目まで

の着果数が 3 〜 5 個となる株 が 23％認 められ ， 葉色値

20以下 の す べ て の 苗で は着果数 は 2個以下 で あ っ た．

2 ．苗 質 の 違 い が 株 の 生 長 と 果 実 晶 質 に 及 ぼ

　　す 影 響

　定植 135日後の株の 生長状態 を第 3 表 に 示 し た，新梢

Table 　2．　 Effects　of 　light　treatment　en 　the 齔 st　n〔xle　of   iUng　and

　　 yield　per　plant．

長 は 定植時に小 さか っ た フ ァ イ ト トロ ン 内育苗区の 方が

大きくな っ た．最 上 位葉で あ る第 17葉 の 葉色値に は差

は なか っ たが ， 葉面積 は フ ァ イ トトロ ン 内育苗区に お い

て ガ ラ ス 室内育苗区 の 約 L5 倍と な っ た．

　フ ァ イ ト トロ ン 内育苗区の 吸液量 は 4 月中旬 か ら 急激

に増加 し，収穫を終了し た 7 月 10日には 911iter／株 に

な っ た，一
方 ，

ガ ラ ス 室内育苗区で は 吸液量 の 増加 はや

や緩慢で あ り， 7 月 10日には 581iter／株 で あ っ た （第

3 図）．

　また
， それぞれ の 貯溜水槽の培養液の EC は ，

フ ァ イ

ト トロ ン内育苗区で は 5 月中旬 か ら急激に上昇し，給液

タ ン ク内の EC を 1，0dS ！m に 調整 し た 5 月 26 日か ら は

や や 上 昇程 度 が 緩 慢 に な っ た が
，

7 月 1 日 に は EC

13．　2dSlmになっ た （第 4図）．一方，ガ ラ ス 室内育苗 区

で は EC の 上昇は緩慢で
，
7 月 1 日 に は 11．8dS〆m で あ

っ た．両区と も 5 月 27 日か ら収穫 が始 ま っ た．な お ，

果実品質，光合成特性と もに 同 じ育苗室 内で 挿 し木し た

苗の 間で は差 が認め られな か っ た た め ，以後に おい て は

低光強度条件で あるガ ラ ス 室 内育苗区と高光強度条件で

あ る フ ァ イ ト ト ロ ン 内育苗区 の 2区と し て それぞれ の 平

5

Propag缸ion　cond 正tionThe 　frrSt　nOde
offruiting

Yield　per　plant

Room Light　trea【menl a 【1−5th　nOde 　 at　617th 皿欧

Glass　house

PhyIoIron

Control　　　　7．2 ± 3、2／

0．2klx　　　　 6，1 土 3．4
8．5klx　　　　 3．2 ± 2．8
17．Oklx　　　　　4．4 士 2．3

0、5 ± 0．5　　　 9．6 士 1．3
0．8 土 0．7　　　9．7 ± 1，6
1、6 ± L〔）　　 IL4 ± 1．2
1．1圭 1．0　　 10，7 ± 1，0
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Fig．2．　Relationship　between　leaf　color 　and 　number 　of   its　be−

　 10w　the　fifしh　node ．
　 Tlie　leaf　color 　 of　the　3rd 苴eaf　from　the　base　of　plant　 was

　 measu 爬 d　at　planting　time・

Table　3．　E脆 cts　of 且ight　treatment　on 　shoot 　tength，　］eaf 　color ，　and

　　 leafarea　at　the　highes1　node 　l　35　days　after　planting．

PTopagation　condition

0　　 　　　　　　　　 0 ｛nma ｝eoanarrm ）00i −．−o ．σ一一一一

　 〇　　〇．4　 0．8　 1．2　 1．6　　2　　2，4　 2、8 　 3，2 　3 ．6 　　4

　　　　　 Average 　inしernode 　len9量h〔crn ｝

Room Light　treatmentsh

・ ・ t　lengτh　 Leafc・且・〜　LeafareaY
　 （cm 》　　　 （spad ）　　　 〔cm

−
〉

飛g．LRelationship　betw  n　average 　intemode　length　and 　num ・

　 ber　of　fnlits　below電he 五mL　node 、

　 The　 average 　intemode　length　was 　measured 　 at　planting
　 dme ．

Glass　house

Phytotron

ControlO
．2klx8
．5klxl7
．Ok 【x

70」b
／
　　　 49．8NS 　　　440．2　b

79．8ab 　　　　　52．7　　　　　　　392．8　b
桝 ．8a　　　　　　50，8　　　　　　　　597．la
93．3a 　　　　　50，5　　　　　　635．3　a

∠

　 Mean　separa 電ion　wilhin　columns 　by　Dancun
’
　s　rnullip］e　ra皿ge　test　at

　 5 ％ IeveL
y
　　17Ih　leaf　from　the　base　of 　plant　was 　measured ，
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均値 を示 した．

　果実重 は収穫開始時の 5 月 27 日 か ら 6 月 30 日 ま で の

期間 に お い て は フ ァ ト トロ ン 内育 苗区 の 方 が や や 大 きく，

7 月 に は逆 に ガ ラ ス 室内育苗区 の 方 が大 きか っ たが ，い

ずれ も全収穫期間を通 じ て 100g 前後の 大 き さで あ っ た

（第 4 表）．

　糖度は 全収穫期間を通 じ て ガ ラ ス 室内育苗区 の 方が高

か っ た．収穫開始時 の 5 月 27 日か ら 6 月 15 日 まで の 期

間 に おける糖度 は両区 ともに 14％ 以上 で あ っ た が ， 曇

雨天 日が 続 い た 6月 16日か ら 30 日 まで の 期間 に お け る

糖度は両区と もに大き く低下 し，特 に フ ァ イ ト トロ ン 内

育苗 区で は 10 ％以下 の 果実 も認 め られ た．し か し，7

月 に お ける糖度 は 両区 とも に 増加 し，ガ ラ ス 室内育苗区

で は 約 14％ で あ っ た，

　第 2 作の 株を 7 月中旬 に 定植す る た め ， 7 月 10 日 に

収穫を打ち切 っ た と こ ろ，両区 と も約 33 ％ の 株 で は 最

上位 の 17節 目まで の すべ て の 果実を収穫し た．し か し，

全着果数 の 約 15％ の 果実は未収穫と な り，株当 た りの

累積収量 は ガ ラ ス 室 内育苗区 で は 8．7 果 ， 約 790gで あ

り，フ ァ イ ト トロ ン 内育苗 区で は 10．5 果，約 1000gで

あ っ た．

　第 17葉の光合成速度 （第 5表）をみ ると ， 5 月 30 日

は 晴 天 で あ っ た た め ハ ウ ス 内 の 光 量 子 量 は 約

1000
μ

mo 且・m
−2・s

−1
で あ り， 第 17葉の 光合成速度は フ ァ

イ ト トロ ン内育苗区で は 13．8mgCO2 ・dm
−2・h

−1
で あ り，

ガ ラ ス 室内 育苗区で は 10．8mgCO2 ・dm
−2・h

’i
で あっ た．

梅 雨期間中の 6 月 20 日は曇天で あ っ た た め ハ ウ ス 内の

光量子量は 5 月 30 日の 約 55％ に低下 し，両区と もに 5

月 30 日 よ り も光合成速度が低下 し た が 両区間 に 有意 な

差 は な か っ た．梅雨明け後 の 7月 6 日は晴天 で あ っ たた

め ハ ウ ス 内 の 光量子量 は 約 1000μmol ・m
−2・s

−1
で あ り，

両 区と もに再び光合成速度が増加 し た．

　第 17 葉の蒸散速度は ハ ウ ス 内の 光 量子量 の 変化 にも

か か わ らず大 きな変化 は み られ なか っ たが，フ ァ イ ト ト

ロ ン 内育苗区の 方 が や や高く，7 月 6 日に は 有意 な差 が

認 められた．

　気孔伝導度は 両区と も に 晴天 日で あ っ た 5 月 30 日と

7 月 6 日 に は低下 し，曇天 日で あっ た 6 月 20日に は高

か っ た．5 月 30 日お よび 6 月 20 日に は，フ ァ イ 5 トロ

ン 内育苗区 に お い て気孔伝導度が高か っ た が，7 月 6 日

に はわずか で は あ る が ガ ラ ス 室内育苗区の 方 が 高 か っ た．

考　 察

加温 ハ ウ ス 栽培に お い て 12 月 か ら 1 月に 新梢伸 長 が
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Tab 且e　4．　Comparisen　of　fruit　weight 　and 　Brix　at　eaCh 　harvest　dates　between　fig　trees　fu）m 　dif艶rent　propagation　rooms ．

Propaga血on
  m

　 　 May　27・Jun．15YF

皿 正ユweight 〔9） Brix（％）

Jun．16−J即 ．30　　JuL　l−Ju亘，10　　May　27−Jun．15　 Jun．16−Jun．30　　JuL　1−JuL　lO

Glass　house　　　922 士 20．3　
z

　　　895 ± 25．2　　　 112．5 ± 28．8
Phytotron　　　　102．0 士 23．0　　　　102．8 ± 27．8　　　　　95．0 ± 26．114

．7 ± 2．214
．0 ± 3．3

12．0 ± 0．911
．2± 1．5

13，9 ± 1．212
．7± 1．2

；X躔器 濫 濫。1。、。＿ ，。，w ．繭 、、M 、y27−、．n．15，，6・w ・m
−
・

蜘 J、n．・伽 ・・、nd ・98w ・  ・・

　 day　at　JuL　1−Jul．10　respeclive 且y．

Tab巳e　5．　Comparison　ofphotosynthetic 　rate，　transpiration 　rate，　and 　stomatal 　conductance 　beIween　trees　ffum　different

　　 propagation  ms ・

Propagation
艇）om

Photosyo血 etic 　raIc

（mgCO ゴ dm
−2’h

冒
り

Tramspiratien　rate

（gH20
・dm

−
！・h

一
り

Stomatal　eenductance

　 　 （cm
・
s
−1
）

M ・y30z 」・・．20 　 1・L6 　M ・y3σ J・・，20 　 川 ・6 　 M ・y30
∠

」… 20 　 」・L6

Glass　house　　10，8　　　 6．2　NS 　　　 9．3　　　 6，6　NS 　　 7．6　NS　　 6．4
PhytOtlDn　　　 l3，8 ＊

y　　　7．4　　　　　　14，7 ＊　　　7．4　　　　　8．2　　　　　　7，9 ＊

1．0　　　　　3．O　　　　 l．0 ＊

L8 ＊　　　　 4，5 ＊　　　　0．8

z

　 May 　30　and 　Jul．6we 【e 嫡ne　and 　Jun．20　was 　cioudy ．
y
　　＊ signi 丘cant 　difference　at　5 ％ level　by竃一test・

行 われ る作型 や
， 露地栽培に おい て 5 月 の 天候 が不良な

年に は下位節における着果数が不足する場合が あ る．そ

の 原因と し て，平井 （1966）は 曇天 日が長 く続い て光合

成能力が低下し た り， 1樹当た りの 新梢数 が 過 多で あ る

場 合などに 新梢中の炭水化物含量が著し く減少 し ， 花序

の 分化が抑制 され ると して い る．また，松浦 （1995）は

新梢の遮光処理 に より着果率 が低下す る こ とを報告して

い る．

　果菜類に お い て も ， 日照不足 の 環境 で 育苗 し た場合 に

は ナ ス （楼 ・加藤，1988）， トマ ト （斎藤ら ， 1963）等

で は 苗 の 充実が劣り，着果不 良 や 株 の 生育不 良に より収

穫量が低下す る こ と が 知 られ て い る．ま た
， 苗質 の 違い

が栽培中 の 生長や結 実 に 与える影響に つ い て は トマ ト

（藤重 ら，1991）， イ チ ゴ （吉田 ら，
1991）等につ い て 報

告 され て お り，定植時に おけ る 地上部の 生長 が 旺盛過ぎ

る苗や根重 が著 し く少な い 苗で は収穫量が低下する．

　寺岸ら （1998a｝は ， 最低温度 23
°C に 加温 し た ビ ニ ル

ハ ウ ス 内に お い て 1 月 10 日 に挿 し木 し た イチ ジ ク の苗

は ， 育苗中が 日照不足 で あ る た め葉色が薄 く節間 が 長 い

徒長苗に なりやすい 傾向があ り， 日照不足が下位節にお

け る着果数 の減少の 原因 とな っ て い る と推察 した．

　 本実験に お い て は ， イチ ジ ク の 光補償 点 で あ る 1kix

以下 の 0．2klxの 照明 に よ る長 日処理 を行 っ たが ， 定植

時に お ける苗質や 5節以下 に お ける着果数は 無処理区 と

大差な か っ た こ と か ら ， 低光強度 に よ る長 日処理 で は着

果促進 効果 は な い もの と 思 われ た．一
方 ，

8．5klxの 照

明 に より長 日処理 を行 っ た場合の苗質は ， 無処理区 に 比

較 して ク ロ ロ フ ィ ル 含 量 が 高 く，5 節以下に おけ る着 果

数 も約 3倍 に増加 した こ とか ら ， 育苗 中の 高光強度の 照

明によ り光合成 が促進 され，苗の栄養状態 が良好 に な っ

たため着果が促進 され た もの と考えられ た ．しか し，イ

チ ジ ク の 光飽和点 は 40klx で あ る こ と が報告 されてお

り （天野 ら，1972）， 光飽和点以下 で は光強度が大きい

ほ ど光合成速度 も高ま り，苗質も良 くなると考 え られる

が ， 17klxの 照明 に よ り長 日 処 理 を行 っ た 場合，ク ロ ロ

フ ィ ル含量や 着果数は 8．5klx照明 区と大差がみ られな

か っ た こ と か ら
， 苗質の 向上 に は 結びつ か な か っ た と思

われた．一般 に イチ ジ ク は他の樹種と比較 し て 耐陰性 が

強 い と される が，若齢期 の 葉 に 対す る 17klx もの高光

強度 の 14時間照明は 苗の 生長や養 分吸収 を抑制し て い

る可能性 が ある．サ ラ ダ ナ （石井ら， 1995＞で は，極端

な高光強度 の 照明 は新葉に蒸散速度の 低下を引 き起 こ し

チ ッ プバ ーン の原因となる こ とが報告 されて い る．
一

方 ，

イチ ジ ク 苗に対する短時間 の 高光強度照射 に よ っ て ， 迅

速に ク ロ ロ フ ィ ル 含量 が増加する こ と も報 告 され て お り

（Nii・Kuroiwa，　 lggo）， 苗 の 生育 と光強度の 関係 は植物

に よ っ て 異 な る と思 われ る．今後は光強度，照明時間と

イチ ジク 苗 の 蒸散速度 お よび ク ロ ロ フ ィ ル 含量 と の 関係

につ い て 調査 し， 苗 の 生育に と っ て適正 で あり，
か つ 低

コ ス トの 照明方法を検討する 必要 が あ る．

　葉色値 25 以上の苗 に お い て 5 節 目まで の 着果数が 多

か っ た こ と に より，葉色値は目的とす る苗質の指標と な

り得る と思われ るが
， 必ずし も葉色値が高い ほ ど着果数

も多くな る と は限らず ， 苗 の 炭水化物含量や 無機成分 と

着果数 との 関係 に つ い て も調査する 必要 が あ る．な お，

平均節間長 には着果数 との 関係は認め られず ， 苗質 の 指

標に は な ら ない と思われ た．

　また ，フ ァ イ ト トロ ン 内育苗区 は 定植 135 日 後の 新梢

長 が 長 く第 17葉の葉面積が大 きか っ た こ と か ら判断 し

て ， 定植後に栄養生長 が 促進 され た と考 えられ る．
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　貯溜水槽の 培養液の EC は ，吸液量 が 急激 に 増加 し は

じ め て か ら 1か 月後の 5 月中旬 に 急激 な上昇を し た こ と

か ら，イチ ジ ク 株 に より吸収 され なか っ た無機成分 が シ

ス テ ム 内 に 残留 したもの と思 われ る．寺岸ら （1998b）

は ， 果実肥大 と糖度 か らみ て収穫初期に おけ る貯溜水槽

の 適 正 な EC は 9　
・一

　10　dS／m で あ る こ と を認 め て い る．

本実験 で は，給液 タ ン ク 内 の EC を 1，0dS／m に低下 さ

せ た 5 月 26 日 以後 も，
フ ァ イ ト トロ ン 内育苗区で は シ

ス テ ム 内の EC が上昇し続け，7 月 1 日に は 13　dS！m に

達 した に もか か わ らず吸液量は減少 しな か っ た．6 月中

旬〜下旬は梅雨に より日照量が低下し た た め，両区と も

に光合成速度 が大き く低下 し た．しか し，蒸散速度 は 低

下せ ず果実 は 6 月 15 日 ま で と 同様 に 肥大 し た こ と が
，

糖度 が 低下 した 原 因 と思われ る．6 月 16 日 か ら 6 月 30

日まで に おけ る 糖度 は 両区 とも商品価値が乏 し く，収穫

中期 で あ る梅雨期 間中に お い て も糖度を約 14％ に 維 持

するた め に は 貯溜水槽 の EC が 13dS！m で は低か っ たと

思われ る．14　dS！m 以上 の EC で 栽培する こ と に よ り 吸

液を抑制 し ， 果実重を幾分 か低下 させ て も糖度を増加 さ

せ る 必要が あ る と 思われ，梅雨期 間中 に お ける適正 な

EC を再検討する必要 が あ る．

　また ，
フ ァ イ ト トロ ン 内育苗区で は新梢長お よび 第

17葉の 葉面積が ガ ラ ス 室内育苗区よりも大 き く，光合

成産物 の 果実 へ の 分配が少 ない こ とが予想され ，
フ ァ イ

ト トロ ン 内育苗区の 光合成速度が ガ ラ ス 室内育苗区より

も高か っ た に も か か わ らず糖度 は 逆 に 低 くな っ た 原因 の

ひ とつ で あろうと思われる．

　今後 は
， 苗 の 栄養状態 と 5 節 目ま で の 着果との 関係に

つ い て さ ら に 詳細な調査を行うと と もに，簡易 な 方法で

ク ロ ロ フ ィ ル 含量の 高い 苗を作出す る 方法 を検討す るこ

と に よ り， 促成栽培 の 経営 を成 り立 た せ る こ とが可能と

なると思われ る．

摘　　要

　イ チ ジ ク （品種
‘

桝 井 ド
ー

フ ィ ン
’
） の 穂木を 12 月 1

日に 挿 し木 し ， 加温 し た ガ ラ ス 室内ま た は フ ァ イ ト トロ

ン内で 異な る光強度下 に お い て 45 日間育苗 し た．1 月

15 日 に底面吸液 と潅水 チ ュ
ーブ に よ る給 液 を併用 し た

非循環閉鎖型養液栽培 シ ス テ ム に 定植 した．挿し木 1年

目か ら果実生産 を行 う方法 を検討する た め，苗質が着果，

生長な ら び に果実 品質に お よ ぼ す影響を調査 し た．

　育苗期間 中に フ ァ イ ト トロ ン 内 で 8．5kb【の 照明 に よ

る 14時 間 日長処理 を行 う こ と に よ り， 定植 時 に おけ る

葉 の ク ロ ロ フ ィ ル 含量 が 増加 し葉色値が高 くな っ た，定

植時に お い て第 3 葉の 葉色値が 25 以上の 株で は 5節 目

まで に おけ る着果数が増加し た．しか し，17klxの 照明

による処理 を行 っ て も葉色値お よび着果数 は 8．5klx照

明区と 差 は な か っ た．ガ ラ ス 室 内で 日没後 に O．　2　klxの

照明 に よる 14時 間日長処理 を行 っ て も葉色値お よび着

果数は 無処理区 と同程度 で あ っ た．

　収穫 は 5 月 27 日 か ら始ま り，7 月 10 日まで に 全着果

数の約 85％ の 果実が収穫で きた．フ ァ イ ト トロ ン 内 で

育苗 し た 区 は ガ ラ ス 室内で育苗し た区に比較し て 定植後

の 栄養生長 が促進 され，6 月上旬ま で は 果実肥大 も促 進

された が糖度は や や低か っ た．両区 とも 6 月中〜下旬 の

梅雨期間中は光合成速度が低下 し た．し か し，蒸 散速

度 と吸液量は低下せ ず，果実肥大に も影響は な く， 糖度

は 著 し く低 下 し た．7 月 に は
，

フ ア イ ト ト ロ ン 内 で育

苗し た区の 光合成速度は ガ ラ ス 室内 で育苗し た区よりも

高 か っ た が
， 糖度 は 逆 に 低 か っ た．
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